
長雨が続いている。各地で日照不足による野菜が育たないとか

田んぼがかわかず、稲刈りができないというニュースが流れてい

る。

わたしはふと、タイ米を輸入した時のことを思い出していた。

あの頃は、父も元気で米づくりに精をだしていた。

わたしも、田植えと稲刈りの時期にはお手伝いをしていた。

遠い昔のようにも感じるがついこの間のようにも感じる。

時間の感覚というのは不思議なものだ。

似た条件がそろうとふいに鮮明に思い出されたりする。

かんかん照りが続き水不足になった。

雨がふってほしいと言っていたら今年のように長雨と日照不足で

不作になってしまった。

自然に生かされているんだ。

この二年で実感したことだ。

そう感じていたら先日の台風は風の被害が甚大になった。

風の力というのを忘れてた。

まるで、雨や太陽の力ばかりに自然を感じるな。

わたしだって怒ったらこわいぞ

と風の神が目覚めたように・・・。

そのうち、土の神も土があってこその作物だとわたしに語りかけてきそうに思った。

他に、どんな神が語りかけてくるのだろうか。

神々の怒りは甚大になる。けれど神々の恵みよってもたらされる、食。

食ってかなり奥深い。

会員のK.T.さん（京都府）
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